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～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 

■学校教育目標 

よく考え正しく判断できる子（知） 

強い心と体でやり抜く子（体） 

優しい心で助け合う子（徳） 

 

＜８月の行事＞  

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 土 週休日 夏季休業(～8/23)   

2 日 週休日   

3 月    

4 火    

5 水    

6 木    

7 金    

8 土 週休日   

9  日 週休日   

10 月 学校閉庁日（和琴小学校）   

11 火 山の日   

12 水 学校閉庁日   

13 木 学校閉庁日 図書館バス   

14 金 学校閉庁日   

15 土 週休日   

16 日 週休日   

17 月    

18 火    

19 水    

20 木    

21 金     

22 土 週休日   

23 日 週休日   

24 月 ２学期始業式 定時退勤日 12:45  ○ 

25 火 ALT 13:10 14:00 
14:55 ○ 

26 水  13:10 14:00 ○ 

27 木 チャレンジ夏休み(3 校時) 
図書館バス 

13:10 14:00 
14:55 ○ 

28 金 ALT 
13:10 14:00 
14:55 ○ 

29 土 週休日  × 

30 日 週休日  × 

31 月  
13:10 14:00 
14:55 ○ 

子どもの成長と夏休みのくらしについて 

                              校長 工藤 博之 

 

１学期が本日で終了いたします。保護者の皆様、地

域の皆様には、本校の教育活動に温かいご理解と多

大なるご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

振り返れば４月、新しい教室や担任に緊張していた子

どもたち。日々の授業や運動会などの学校行事、校外

学習、体験学習などを通じて、心も体も大きくたくましく

成長しました。 高学年では、授業中に友達と意見を交

わし合い、「分かった！」「できた！」と目を輝かせる瞬間

がいくつもありました。中学年では、友だちと話し合い

学びを深める場面。低学年では、ひらがなやカタカナ

を繰り返し書き、読む学習。植物を観察し成長の様子

を喜んでお話ししてくれました。こうした「自分で考え、

学びを進める力」や「学びを深める力」、「伝え合う力」

は、これからの時代を生きる子どもたちにとって大切な

「自走する力」へとつながっています。 

明日からは、子どもたちが楽しみにしている夏休み

が始まります。学校という枠から離れる３０日間は、子ど

もたちがさらに自主性を育む絶好のチャンスです。ぜ

ひ、自分で１日の計画を立て、興味のあることにじっくり

と挑戦させてあげてください。 夏休みは、家庭や地域

が子どもたちの主な学びの場となります。「自分の命は

自分で守る」という安全への意識をさせつつ、家庭で

過ごす時間が長くなるので、家族の一員としての役割

を持たせることも大切ですね。家族での会話やお手伝

いなど、学校ではできない貴重な体験を重ねてほしい

と願っています。  

学校では、それぞれの学年で、夏休みの中の生活や

学習の計画を立てています。昨年度もお知らせしまし

たが、夏休み中に大切のしてほしいことは、規則正しい

生活リズムを保つことです。①就寝・起床時間を一定

に保ち、十分な睡眠をとりましょう。②３食の食事をしっ

かり取りましょう。特に朝食は１日のスタートのエネルギ

ーになるので抜かないようにしてください。③毎日適度

な運動をして、体力維持を心がけましょう。水分補給を

心がけ、朝の涼しい時間に運動するのがお勧めです。 

夏休みは、楽しい反面事故や怪我のリスクも高まる

時期です。自分の命を大切にするために以下の点に

気をつけて、安全で楽しい夏休みを過ごしましょう。 

①熱中症対策②水辺や水遊びでの注意③交通安全

④防犯対策⑤熊の出没にも気をつけてください。 

８月２４日（月）は２学期始業式です。始業式には、

元気な笑顔で学校に戻ってくるのを和琴小学校教職

員みんなで楽しみにして待っています。 



 

 

 

 

■ジャカルタとのオンライン交流 

 １日（水）に、５年生の国語科「すいせんしよう町
じまん」の学習で、弟子屈町の推薦したいところをま
とめ、ジャカルタの日本人学校の５年生にオンライン
で発表しました。相手は、１００名を超える児童がい
ると聞いて不安な様子でしたが、本番は、元気よく発
表し、弟子屈町の摩周和牛や摩周メロン、和琴半島を
アピールしました。知らない相手に伝えることの難し
さや、伝わったときの喜びを味わうことができました。 

■参観日・学級懇談会 

 ３日（金）に、参観日と懇談会を行いました。低学
年は道徳の授業を公開しました。本音を語ることがで
きる雰囲気の中で、自分事として考えていました。ま
た、中高学年は体育の授業の様子をご覧いただきまし
た。後半は、保護者の方も一緒に活動していただきま
した。全体懇談会では、主に夏休みの生活についてお
話しました。さらに、学級懇談会では、学校や家庭で
の子どもたちの様子、１学期の子どもの成長について、
担任と保護者の皆様とで交流することができました。 
保護者の皆様、ご多用の中ご来校いただき大変あり

がとうございました。 

 

■大森農園見学 

 ７日（火）は、中学年が総合的な学習の時間の「て
しかが学」の一環として、大森農園を見学しました。
摩周メロンの栽培方法や、赤肉メロンと青肉メロンの
違い、美味しく美しく育てる工夫等、丁寧に教えてい
ただきました。温度によって生育に差が出ることも学
び、自然を相手にする職業の大変さを改めて感じ取る
ことができました。 
 大森様、ご多用の中ご指導いただきありがとうござ
いました。 

 

■夏のふるさと体験学習 

 ９日（木）に、夏のふるさと体験学習を行いました。
この学習は、友達や地域の人々と共に体験活動に親し
み、自然豊かな弟子屈町や屈斜路地域のよさに気づく
ことをねらいとしています。また、本校の「てしかが
学」の一環でもあります。今年度は、渡辺体験牧場で、
バター作り体験や牛の乳しぼり体験、トラクターでの
牧場周遊などを行いました。実際に牛を見たり触れた
り、作ったバターを食べたりと、五感を生かした貴重
な体験を通して、弟子屈の魅力を感じ取ることができ
ました。 
渡辺体験牧場の皆様、ご多用の中、細やかなご指導

をいただきありがとうございました。 

■食育指導 

 １４日（火）に、弟子屈中学校の栄養教諭・中野彩
加先生による食育の授業を行いました。 

 低学年は「食べたもの
は体の中でどうなるだろ
う」という題材で、食べ物
のはたらきや、排便のリ
ズムと食事の関係につい
て学習しました。また、給
食ができるまでの工程を
知ることを通して、給食

づくりに関わる人たちに対し、感謝の気持ちを高める
ことができました。中学年は「よく噛んで食べよう」
という題材で、よく噛ん
で食べることが体に良
いことを学びました。実
際にスルメイカやパン
を噛む活動を通して、噛
むことのよさを実感で
きました。なお、高学年
については、家庭科と関
連を図り、１１月頃に実施する予定です。 

学校閉庁日について 
 学校における働き方改革『北海道アクション・プラ
ン』に基づき、今年度和琴小では、8/10、12、13、
14 の４日間を【学校閉庁日】とすることにしまし
た。ご理解の上、ご協力賜りますようお願い申し上
げます。 

【緊急連絡先】 

弟子屈町教育委員会 015-482-2945 

【お知らせ】 
４月３０日発行の学校だよりでお知らせした通

り、認定こども園ましゅうの運動会の関係で、屈斜
路自治会敬老会を９月１２日（土）に実施すること
となりました。それに伴い、年間行事予定の９月１
９日（土）土曜授業（屈斜路自治会敬老会）も、９
月１２日（土）となります。ご理解のほどよろしく
お願いいたします。 


